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　　　　　　　　ま　え　が　き

　花卉園芸作物育種の選抜最終過程における，重要な対

称形質として花色に関するものがある。

　なかでも，花弁色に対する選抜は新晶種成立上きわめ

て重要な技術である。　　　　　　鐙

　しかるに，この問題に対して現在行なわれている方法

は，全くミ勘ミによるもので，その基準もなく，また基

準を設立しようとする努力も少なか’づたように思われ

る。

　このような状態になった原因としては，種々の問題が

考えられるが，．色彩の観測ならびに表示に関する分野に

末解明点の多かづたこことも，その一つであった．

　幸いにも，近年色彩学の発達により，色彩に関する各

種の国際的基準が設定せられ，わが国においても，1958

～／961年測定・表色に関するJ　I　Sの設定をみるに至っ
（6）

た．

　そこで，これらの研究結果に基づいて，植物体色の観

測・表示も次第に行なわれやすくなってきた．

　しかし，生物界における色彩に関するこの方面の研究

は，まだきわめて少なく，．また工業方面の色彩とは全く

異なった立場で角孕明する必要のある問題も明らかにさ
‘2）（3）・・

れ，とくに作物の色彩に関する多くめ研究が望まれるよ

うになってきた．

　ここに報告するものは，生物体色に対して色彩学的考

察を適用し，きらにその結果を育種上に応用しようとす

るもので，チューリップを材料として試みた結果であ

る．皿

　なお，本研究を行なうにあたり，指導と激励を与えら

れた日大工学部田口柳三郎教授に対して謝意を表する。

　　　　　　　　供　試　材　料

　花弁に覆輪状模様色を有するチューリップ品種／5種を

選び用いた．これら晶種は1953～1956年オランダより輸

入されたもので，比較的新しい品種が多く含まれてい

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
　なお，これら晶種はすべて島根県指定の耕種基準に従

って，本学圃場において栽培された。

　　　　　　　　調　査　方　法

　開花当日の花弁を各晶種につき，一花ずつ採集して，

つぎの方法により調査した．

　（1）測色方法

　肉眼による直接比較法により採色を行なったが，測色

条件として，北面の窓ガラスからの光・比較枠N≒5・
　　　　　　（4）
色研の標準色票を用いた．

　測色表示法としては，標準色票に甘記されている変換

マンセル記号を用いた。

　（2）Aesthetic　Measure（MA）の測定方法

　まず，花弁ごとに覆輪部と主色部とを区別して，トレ

ーシング・ぺ一パーに写しとり，それぞれの面積をプラ

ニメーター（縮尺始00）を用いて測定した．この測定は，

外側色と内側色とを分けて，外弁・内弁それぞれ3枚ず

つ行ない，MA値の計算に際しては，まず外弁・内弁は

それぞれ3枚の面積を総和し，また外側・内側は外弁・

内弁を合わせた6枚の総和面積を晶種代表値1として用い

た。

　つぎに，この数値を用いたMA計算式としてはSpencer

およびMOOn両氏による色調和の理論に基づく次式を用
　（！）

いた．

一7



一8一 島根農科犬学研究報告　第12号　A　農　学　（1％3）

Tab1e1． Va1u－e　of　MA0f　Peta1s　and．Va1uat1on　for　co1or　Harmony

Variety

Keizerskroon

Paris

Vio1et　Queen
Viotta

V1ammenspeu
Amdonette
Aureo1a
Ro1and．

In1perator

Lustige　Witwe

Yosemite

Enchantress

Orange　Bmcht
Sweet　Har皿ony

Pa11et

01ユts妃e

0uter

1．0ア

1，23

0，95

1，02

1，02

0，87

0，97

0，82

0，84

0，82

0，87

0，09

0，11

0，04

1．15

inner

1，07

1，07

0，95

1，02

1，02

0，87

1，07

0，92

0，79

0，86

0，92

0，29

0，／6

0，10

1．30

Insid．e

0uter

0，97

1，09

1，／5

0，92

1，02

0，87

1，09

0，82

0，84

0，86

1，02

0，19

0，31

0，／0

／．20

1nne　r

0，97

1，09
／．／5

0，92

1，02

0，92

0，99

0，92

0，79

0，86

0，92

0，29

0，31

0，／0

1．30

01ユtside

1，07

0，79

0，95

0，64

1，02

0，93

／．03

0，87

0，94

0，86

1，02

0，19
0，／6

0，／4

1．05

InSide

0，97

／．09

／．／5

0，92

1，02

0，85

1，09

0．8ア

0，94

0，86

／．02

0，29

0，21

0，10

／．30

Valuation

Outside

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

X
×

×

○

Insid．e

O
○

◎

○

○

○

○

○

．○

○

○

×

×

×

◎

　　　　MA＝o／c．

MA：aesthetic　m．easure（美度）

O：order（秩序の数）

　　0＝A＋Ko．ユN．，．1

　　　　　＋Kh．1Nh．1＋Kh．2Nh．2＋……十Kh，5Nh．5

　　　　　＋Kv．ユN∀．1＋KY．2Nv，2＋……十Kv．5Nv．5

　　　　　＋Kc．1Nc．ユ十Kc．2Nc．2＋……十Kc．5Nc．5

（註）A：面積効果係数×色彩の対の数

　　N：色の対の調和・不調和の数

　　h．V．C：それぞれ色相・明度・彩度に対応

　　O．1．2……5：それぞれ無彩色：同等調和・第一次不調和・

　　　　　　　　類似調和・第二次不調和・対比調和に対応
　　K：調和・不調和の要素についての係数

C。：co血p1exity（複雑さの数）

　　C・＝全体の色の数十色相差のある色の対の数

　　　　　　　　　　十明度差のある色の対の数

　　　　　　　　　　十彩度差のある色の対の数

　　　　　　調査結果ならびに考察

　11）外側部花弁色

　第1表に示すように，最低0．04より最高1．30に至る

までのMA値が得られたが，これら数値は全般的に外弁

と内弁の数値が等しいか，あるいは内弁が外弁に比べ

て，やや高い関係を示している。

　配色調和の一般的評価方法として，0．50以下の数値を

示すものは，その調和関係が良好でないものと判定され

ているが，このような値を示す品種としては，Enchan・

打ess．Orange　Bmcht・Sweet　HarlmOnyの5品種が

見いだされ，これら晶種は外弁および内弁ともに，きわ

めて低い値を示し，．、色彩調和の不完全であることを示し

ている．

　このような晶種群に対して，1．15以上の高い値を示

すものが見いだされる．すなわち外弁色については，

Paris・Pa11etの2品種，内弁色については，Pauetの

1晶種で，外弁色および内弁色がともに1．15以上の高

い値を示すものは，Pa11et1品種のみである．しかし

この晶種はDOub1e晶種群に属するものであるので，他

のSi皿g1e晶種群とは同一評価基準をあてはめるには，

なお多くの問題があり，この点については今後別個の立

場からの研究が必要と思われる．

　（2）内側部花弁色

　第1表に示すように，最低0．10より最高1．30に至る

までの値が得られたが，これら数値は全般的に外側部の

場合と同一傾向を示し，内弁色の値がやや高い場合が多

くなっている。そして0．50以下の数値を示す晶種は，

外側部と同一の3晶種であるが，1．／5以上の値を示す

品種はYi01et　Queen・Pauetの2晶種で，いずれも

内弁および外弁ともに高い数値を示し，また両者の値は

ほほとんど同等の関係にある．

　（3）MAと1eading　varietyとの関係

　まず，1ead1ng　varietyとして有名なKeizerskroon

（／750年育成）のMAについて検討を加えてみるに，今

回の測定値は外側部／．07，内側部0．97で，内側都が外

側部に比べてやや低い値を示しているが，いずれも高い

数値で，また外弁色と内弁色の数値は同一関係にあり・

いずれの部位間についても調和程度の高いことを示す数
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値となっている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユーリップの覆輪晶種群を用いた調査を行なった。

　今，このような数値関係を標準とした場合，これらと　　　その結果つぎのようなごとが判明した．

同様の関係を示す晶種としては，Y1otta　V1am．men一　　　（1）Moo皿およびSPencer両氏の色調和理論は苧一

spe11・Amidonetteの3晶種が見いだされる。これら　　応植物体色についても，適用が可能である。

3晶種の現状を検討してみるに，その育成年代は古く，　　　（2）Aesthetic　Measureは，同一花内においても

それぞれ／931年・／921年・／938年となっている。このよ　　花弁の各部位ごとに異なる場合が多い。

うな品種が消滅程度の激しい花卉業界にあって，今日も　　　（3）色彩調和度の高い品種は，Aesthetic　Measure

維持されているということは，その市場価値の程皮の高　　が花弁各部位について，高い数値を示し，また各部位間

いことを示すものと思われる一そしてKeizerskroonの　　の値が，同等あるいは，それに近いものであることを，

評価と考え合わせると，ここに一応MAが花の評価上利　　1eaai㎎varietyと比較して推定した．

用できるものであるとの推測が下されよう。　　　　　　　　（4）Aesthet1c　Measureの計算式適用に際して生ず

　以上の結果は，単一年度における結果であり，また測　　　る，花色評価上の問魁点を示した．

色方法・色調和理論式の適用方法等の基本問題について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　用　文　献
も種々検討の繰り返しが必要と思われるが，今回の報告

に関する問題点をつぎに示す．　　　　　　　　　　　　　／．東　尭：応用色彩学，／957，東京，P．63～錫

　（1）花色評価に際して，MAの最低下限値はどの程度　　　2　樋浦　巌：島根農大研報　6（A）：P－31～4．1958

が適当であるか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　樋浦　巌：島根農大研報　8：P．／2～／8．1960

　（2）花弁部位間にみられるMAの数値変動ξ調和程度　　　4　目本色彩研究所：色の標準・1951・／953，東京

の判定との関係．　　　　　　　　　　　　　　　　　5　Roya19enera1Dutch　bu1bgrowers　society：

　（3）Doub1e品種群とSing1e品種群との取り扱い方　　　　　　A　c1ass1f1ea11st　of　tu11p　names，1958，

法．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Haar1elm，Ho11and．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　色彩科学協会：色彩科学ハンドブック，／％2，
　　　　　　　　摘　　・　　要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．899～984

　植物体色に対して色彩学的検討を試み，その商題点を　　　7　島根県経済部：チューリップ球根栽培の参考，／952，

明かにし，さらにその育種的意義を検討するために，チ　　　　　　松江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S田㎜㎜鮒y

　The　psychophys1ca11nvest19at1on　on　曲e　opaque　surface　co1or　by　the皿argmed．var1ety
group　of　tuhp　and1tsヱ皿ean1ng　on　the　p1ant　breed1ng　are　presented．hera

　／　lMoon＆Spencer’s　theory　of　co1or　hamony　may　apP1y　to　the　p1ant　coI0L

　2　The　va1ue　of㈹Aesthet1c　lM［easure”ar1sen　fro皿the　eYery　part　of　peta1s　are　d1fferent

even　a　same　flower

　3　Theマar1ety　show1ng　the　h1gh　degree　of　co1or　harmony　has　h19h　and　equa1∀a1ues
in　e∀ery　part　of　peta1§．

　4．Some　md1cat1ons　are　g1v’en　of　the　psychophys1ca1study　of　the　p1ant　co1or。


